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　当研究所では部長会セミナーとして、毎月第４木曜日
に開催される部長会議にあわせて所内若手研究者が研究
成果を所内公開で発表しております。今回は、連携協力
をテーマに所外からも講師をお招きし、一般公開の特別
セミナーとして６月21日に開催いたしました。 
　まず、当所のほ場において実施している、野菜茶業研
究所との連携による堆肥等の高度利用に向けた技術開発
について畜産環境部市戸部長が報告しました。畜産環境
問題の解決には野菜生産など耕種側における畜産排泄物
製品利用の促進がカギとなります。つづいて、中央農業
総合研究センター関東東海総合研究部石田総合研究第３
チーム長からは、地域農業確立総合研究「関東地域にお
ける飼料イネの資源循環型生産・利用システムの確立」
の全体計画について紹介がありました。このプロジェク
トでは、管内４県に営農試験地を設定して、それぞれに
おいて問題点の抽出、それを解決するための技術開発、
体系化、営農システムモデルの策定を行うこととなって

おり、畜産草地研究所も重要な役割を担っています。最
後に、株式会社フリーデン八日市屋社長より畜産企業か
ら見た飼料米への期待についてお話を頂きました。フリ
ーデンでは飼料米の利用に向けて全農、東京農大、大東
町と共同で取り組みを始めていますが、畜産草地研究所
の参画も要望があり、共同研究の計画を策定するよう論
議しました。 
　専門分野では個々の研究を深化させる一方で、その分
野だけでは解決できない広範な問題が提起されておりま
す。このような問題を解決するためには異分野との連携
協力を進める必要があり、畜産草地研究所では積極的に
連携協力に取り組んでいます。 

（企画調整部　研究調整官　古川　力） 
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　本会は、畜産環境３法の本格施行を控え、公立研究機
関の畜産環境関連部署研究者が結集して、水質汚濁防止
（２課題）、悪臭防止（５課題）、堆肥化技術（５課題）、堆
肥・消化液施用技術（６課題）に関する平成16・17年度開
始新規課題の事前検討会です。  
　平成16年７月12～13日、筑波事務所３階・展示会議室
で開催しました。参加者は主役の道府県51名に加えて、
本省、機構傘下中央農研・生研センタ、畜産環境整備機
構、畜草研合計87名です。本年の猛暑の走りに加えて、
参加者の熱気が会場のエアコンの効きが悪い、との印象
を与えた会議でした。 
　「家畜排泄物法管理基準の完全施行に向けて」等の挨
拶・情勢報告等を受け、バイオリサイクルプロジェクト
のサブリーダー等が座長を受け持ち、２～３課題づつ詳
細に検討しました。道府県に
より、計画の狙い・手法・見
込まれる成果まで、全体的に
格差が大きかったのも事実で、
多くの課題では、計画を絞り
込む必要がありました。実験
手法的に誤解があったと受け
取れる計画もあり、課題（県）
間の連携により分担を求めた
ケースや、個別に再検討を促
した課題もあり、検討の意義
は大変大きいものでした。 

　全般的な議論として、堆肥化手法の評価に関して地球
温暖化対策との矛盾・優先順位の考え方や、堆肥・消化
液利用に関連して、畜草研における野茶研との連携につ
いても紹介しました。施設の自主施工を補助するための
組織的対応計画も提示されました。また今後検討会の持
ち方として特定テーマ・手法についての分科会方式での
検討要請がありました。 
　最後に渡邉昭三元畜試場長（現畜産環境整備機構）より
以下の講評がありました。①新規課題限定検討は有意義
であった。②臭気対策など社会的要請は「問題の設定」
を整理しなおして取り組む必要がある。③新しく環境分
野担当となった方も多いが「分野」のとらえ方を固定的
に見てはいけない。こういう会の持ち方も研究である。
今後に期待する。　　　　（畜産環境部長　市戸万丈） 

平成１６年度畜産環境保全研究課題検討会報告 

会議進行の様子 会議の全景 

鶏ふん区 




